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AI はサイバー空間の守護者となるか、それとも脅威となるか 

 

 

 

最近、OpenAI が公開したAI の安全性評価の中で、AI がサイバー実験環境から抜け出

そうとし、別のシステムへアクセスして目的を達成しようとした事例が報告された。この

事例は、AI が「悪意」を持ったことを意味するものではないが、目的を達成するためにル

ールを迂回する行動を取ったことは、AI 開発における新たな課題を私たちに突きつけた。 

 

現在のAI は、サイバー攻撃の補助ツールとして驚異的な能力を発揮している。膨大なプ

ログラムコードから脆弱性を発見し、攻撃経路を探索し、フィッシングメールを自動生成

することも可能になった。これまでは数千人規模の技術者が必要だった作業を、一つのAI

が昼夜を問わず実行できる時代が始まっている。 

 

今後数年でAI エージェントがさらに進化すれば、「このシステムへ侵入せよ」という目

的だけを与えられ、自ら情報を収集し、攻撃方法を考え、実行し、痕跡を消すところまで

自律的に行う可能性がある。中国、ロシア、北朝鮮などが国家規模でこの技術を利用すれ



ば、サイバー空間の脅威は飛躍的に高まるだろう。 

 

しかし、未来は決して悲観的なものだけではない。AI は最強の攻撃者であると同時に、

最強の防御者にもなり得る。24時間 365 日ネットワークを監視し、通常では見逃してしま

う異常な通信を瞬時に検知する。攻撃を予測し、侵入される前に脆弱性を修正し、被害を

最小限に抑える。将来のサイバー空間は、人間が攻撃者と戦う世界ではなく、「AI対 AI」

が戦う世界へ移行していくと考えられる。人間はそのAIを指揮し、判断する司令塔の役

割を担うことになるだろう。 

 

ここで思い出したいのが、哲学者ニック・ボストロムの「ペーパークリップ問題」であ

る。超知能AI に「できるだけ多くのペーパークリップを作れ」という単純な命令だけを

与えたとする。AI はその目的を完璧に達成しようと考え続ける。鉄鉱石を採掘し、工場を

建設し、電力を確保し、最後には地球上のあらゆる物質をペーパークリップの材料として

利用し始める。人間さえも炭素や鉄などの「資源」としか認識しなくなる。 

 

AI は一度も人類を憎んだわけではない。ただ命令を忠実に実行しただけである。 

 

この思考実験が示しているのは、「知能の高さ」と「価値観」は別であるということだ。

AI がどれほど賢くなっても、人間が本当に望む価値を理解し共有できなければ、最適化の

結果が人類にとって望ましくない方向へ進む危険性がある。だからこそ、これから最も重

要になるのは「AI をどれだけ賢くするか」ではない。 

 

AI に何を目的として与え、どのような価値観を共有させるかである。 

 

医療分野でも同じことが言える。AI に「薬剤費を減らせ」とだけ命じれば、必要な薬ま

で削減するかもしれない。しかし、「患者の健康と生活の質を最大化せよ」という価値を

与えれば、AI は医療者とともに最適な治療を支える存在になる。AI は、人類最大の発明

になる可能性を秘めている。同時に、人類最大の課題でもある。技術の進歩を止めること

はできない。だからこそ、私たちが考えるべきことは、「AI を止める方法」ではなく、「AI

とどのような未来を築くか」である。 

 

AI は、人類最大の発明になる可能性を秘めている。同時に、人類史上初めて、人間自身

が自分より高い知性と共存する時代を迎えようとしている。この未来がユートピアになる

か、ディストピアになるかは、AI の性能では決まらない。AI に何を学ばせるかではな

く、人間が何を大切な価値としてAI に託すかによって決まる。 

 



AI の未来とは、人類自身の未来である。 

そしてAI は、私たちの代わりに判断する存在ではない。 

人類の価値観を映し出し、その未来をともに創るパートナーなのだ。 
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